空烟地蔵　　
この像は、この世とあの世の一切の衆生を助ける菩薩である地蔵菩薩の姿である。 伝えられるところによると、行者の勝道上人（735-817）が男体山に登ろうとして道に迷ったときに、この場所に地蔵尊が現れ、地蔵尊は勝道上人を正しい道に導き、山への道を見つけるのを助けた。
[bookmark: _Hlk22158745]この像は、阿部忠秋（1602–1675）の墓の近くにあり、忠秋の号が空烟であったことから空烟地蔵と名付けられた。 忠秋は、三代・四代の徳川将軍に仕えた。 慣習に反して、忠秋は三代将軍徳川家光（1604–1651）が亡くなり、四代将軍徳川家綱（1641–1680）に仕えたときにも殉死をしなかった。 しかし、忠秋が亡くなった後、彼は死後も主人に仕え続けるために、家光の墓である太陰院の近くに埋葬されたのである。
忠秋の家族は、忠秋の墓からわずか数メートルのところのこの山の小道に、地蔵菩薩が現れた物語を知り、地蔵の像と石灯籠を依頼した。 石灯籠と彫像の両方が1675年頃に寄付された。忠秋（空烟）の墓は、石の壁の後ろの数メートルの下り坂にある。
石灯籠の「丸に重ね違い鷹の羽」は阿部家の家紋である。 石燈籠の下部の碑文は、「永久に光を灯す灯篭」とある。

